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情報システムと OR

大阪ガス株式会社

取締役情報システム部長

今から約2却O主F々

であつた私は，当時事事星のように現われた(と私

たちには思えた.) ORなるものた吸i訳すべく，

沼科技連主催のOR研修に参加した e

今の忙しい時代から思えばよく行けたものだと

患うが，適 2 ß , 6 カ芹の長期の研修で，時々，

社用でぞむをえず欠席しながらも，当時の新進気

鋭の大学教授，結教授，若手の企業実務家の熱を

おびた講義に開き入ったものである.

ゲームの理論，待ち行列， LP , DP，など耳

新しい学時は，アメ1)カにおける実関や，日本に

おける導入事例jなどを引用して比較的わかりやす

く講義されたはずで、あるが，文科系学部を卒業し

て数学の素養の乏しい私にはよくわからないこと

も多かった.

それでも，若さと好奇心から，せっかく教わゥ

たものを何か社内で役立てようと，在感管理や，

PERτ\CPM などの手法を使って、業務の改善専

がでぎないかと生半可の議論をふりまわしてあれ

これと考えた.

若い管理者やスタ?フが，このアメリカ箪生ま

れの手法や理論を一生懸命吸収しようと精一杯努

力していたように患うが，当時は，これらの理論

や手法は，企業内では，利用範聞も使用ずる人々

も痕窓されていたのではないかと患う e

ひるがえって今日はどうだろうか.

大学の工学系はもちろん，文科系でも経営学科

などでは，経営工学などとして議陸があり， OR

は学生の一般的素養とさえなっている，
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武谷腿一郎

企業内でも， OR という言葉は，一般には常識

語となり， ~設に， OR とし寸言葉自身は， ß常あ

まり使われなくなり，耳にすることが少なくなっ

た.

もちろん， リュアプログラミング， PERT な

どの手法は独立してごく脅然に稜われていて，特

別にORなどという言葉を使う必要がなくなった

のかもしれない.

在感管理，需要予瀦，投資決定，建設工程穣算

などの実務領域では， ORの理論や手法が， {際射

に自由に使いこなされていて，当然のこととなっ

ているのであろう.

まさに今昔の感である.
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ORは，食業内においては，経営の意思決定の

ためのツ」ルとして，また課題解決のための分析

手法として役立てようというのが大きな目的であ

ったと理解している.

ORの発展はコンピュータの発展と密接に結び

ついている.私たちがO設を学んだ填は，複雑な

事象を解明するのに，なるほどこんな考え方もあ

ったのかと，考え方や方法を知って眼のうろこが

落ちる患いが先で，大量のデ}タを譲つての計算

などなかなかできるものではなかったが，今日で

は大量のデータの処理と複雑な計算を，大型コン

ピュ…タが緩時間に処理してくれるので，若~研

究者や実務家たちが，研究や経営実務にOR手法
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を駆使して何度でもシミュレーション走行なって

いるのは当然のようであり，目新しいことでも何

でもない.

ことにコンピュータが大翠の時代から，小型化

の時代に入り，利用環境がいちじるしく進んでき

ている状況では，経営中枢における戦略的課題か

ら最先端現場における実務課題まで， ORを中

心とする科学的経営管理手法がますます大いに活

潟されるべき時期であろう.

しかも経済環境は，国際的国内的どちらも不透

明な時代といわれている.

不透明を少しでも透明に近づけるためにもコン

ピ品}タを駆捜した科学的手法の活用が強調され

るべ舎であろう.
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そして，時はまさに高度情報化時代に突入した

といわれる.

コンピュータやネットワークなど，ハードウェ

ア技術の発展はまさに日進月歩であって，これら

の利用分野も，確実に広がりつつある.

これらのハ…ドウェアを蒋m しながら，

f情報j をいかに竿く集め，いかに上手に活渇す

るかが企業の命運を友布する時代とさえなってい

る.

情報を収集し，解析し，判断して行動に移すま

での特需の短績が企業経営にとってきわめて重要

な命題である.

ここでもコンピュータとネットワークとともに

科学的管理手法活用の重要性はますます増大しつ

つあるのではなかろうか.
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企業にとって， ORがさらに活用されてゆ〈た

めにはORの各分野の実用例U，適用例が多く紹介

され，企業復11もそれを十分吸収する努力が必要と

なる.

1984 年 7 月号

学界において理論がますます深化され，精綴に

なってゆくことは重要であるが，われわれ経営の

実務にたずさわるものにとっては，その理論のア

プリケーションが最大関心事である.

若い研究者や実務家によって，新しい分析理論

や管理手法が企業内にとり入れられ，わかりやす

い形で適用分野が飛躍的に拡大され，これらによ

って，情報化時代にふさわしい情報の高度利用が

なされる必要があり，その期待が今日ほど大きい

時はない.

緩営トップやゼネラルスタップ:â:'サポートする

経営情報システム構築の必要性が強調されている

が，これはまさに f情報j と f情報システム j と

ORなどの「管理手法」の結合であり，統合であ

る.

ORの側の研究と情報システムの側の研究とが

それぞれに深められ，しかも双方が緊密に結合す

ることの必要性が当然ながら重華きだと思う.
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こうして， OR と情報システムの結合が進めば

進むほど，適用分野が広がり科馬表も多くなり，

利便性も増加するが，そこで気がかりなのは，利

用する人たちが，ツールが便利になるにしたがっ

て，そのツールのもつロジック，原理，考え方が

だんだんにわからなくなりはしないかということ

である.

情報システムのソフトウェアでも，汎用パッケ

ージが多く使われるようになるほどその懸念があ

る.ロジック，構造がブラックボックス化してゆ

くわけである.

この領向を正すのに決め手はなかなかないと思

うが，要は，このツールをつくる側も利用する側

も，それぞれにこれをわかろうとする努力を重ね

ることが大事なのであろう.
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